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中期経営計画「イノベーション６３～新生なとりへの道～」について 
 
 なとりグループは、当社事業年度である第６１期（２００９年３月期）から第６３期（ ２０１１年３月期）ま
でを対象期間とする３ヵ年中期経営計画「イノベーション６３～新生なとりへの道～」を策定いたしましたので

お知らせいたします。 
 

記 

 
          中期経営計画『イノベーション６３』の目指すもの 
 なとりに与えられた資産を最大限に活用して収益力を強化し、顧客満足・株主満足・社会満足・社員満足を通

して企業価値を向上させます。 
 経営戦略の基本を「イノベーション」に置き、少子高齢化の大きな流れの中で緩やかながらも安定的な成長を

実現し、成熟型社会にふさわしい持続可能な企業基盤を構築し「新生なとりへの道」を切り開いてまいります。 
 日本人が今まで親しんできた味を尊重しつつも、従来の製造・味付けに留まらず当社の強みである加工技術を

最大限に活かし、新たな形態や新たな食感を追求した新しい珍味の開発を進め、新しい需要をつくり出してまい

ります。 
 
          中期経営計画『イノベーション６３』の骨子 
１． 当グループを取り巻く環境 
・ 少子高齢化を背景とした珍味顧客の高齢化や低年齢層の減少 
・ 消費者ニーズの多様化による業種業態を超えた食品売場のボーダレス化 
・ 新興国の躍進や経済のグローバル化がもたらす原材料高、原油高等による企業収益の圧迫 
・ 食の安全・安心に対する社会的責任の重要性 

 
２． 中期経営計画「イノベーション６３」 
なとりグループの経営理念は「自由闊達にして公正で節度ある企業活動により、食文化の創造と発展を通して、

顧客満足・株主還元・社会貢献の実現を図り、社会的に価値ある企業として、この会社に係わるすべての人が誇

りを持てる会社を目指す」であります。イノベーション６３では、社員が共有すべき価値観・行動指針を「４つ

の満足」として明示いたしました。 
【４つの満足】 
① 常にお客様の視点に立って仕事をする（顧客満足） 
② 収益性の向上を背景とした株主還元の実現を図る（株主満足） 
③ 法令を守り環境に配慮し、安全安心を確保しつつ、おつまみ食文化の創造と発展に寄与する（社会満足） 
④ なとりのモノづくりの伝統を守り、自己の可能性を最大限追求する（社員満足） 

 



３． 経営目標（＝重点戦略） 
（１）新たなおつまみ市場の創出 
・ ２カテゴリー９ジャンル毎の戦略に対応した新製品開発と新ジャンル開拓 
・ 研究開発力・リサーチ機能の強化による競争優位な製品の開発 
（２）自己革新による収益力の強化 
・ チャネル戦略に基づいた営業所の利益改善と営業戦力の効率的な配置 
・ 営業組織の枠を超えたチーム編成による対応力強化とPBの売上拡大による収益確保 
・ アイテム削減や配送センターの効率化 
・ 生産ラインの抜本的再構築による効率化と生産性の向上 
・ 管理機能の強化による収益力強化 
（３）グローバル化の一層の推進 
・ 販売の海外進出への布石 
・ 海外調達の見直し 
・ 海外委託生産の再編 
（４）社会的責任～安全・品質・環境～の重視 
・ 内部統制の徹底 
・ 安全・安心への更なる推進 
・ 企業のリスク管理強化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
４．目標数値 

 ２００８年３月期 
（第60期実績） 

２００９年３月期 
（第61期計画） 

２０１０年３月期 
（第62期計画） 

２０１１年３月期 
（第63期計画） 

売上高 ３１４億円 ３１８億円 ３２３億円 ３３０億円 
経常利益 ９億円 １１億円 １２億円 １４億円 
経常利益率 ２．９％ ３．５％ ３．８％ ４．２％ 
ROE ３．６％ ４．６％ ４．９％ ５．５％ 
設備投資額 １６億円 ２２億円 ２７億円 １１億円 
 

中期経営計画の４つの経営目標（＝重点戦略） 
① 新たなおつまみ市場の創出 
② 自己革新による収益力の強化 
③ グローバル化の一層の推進 
④ 社会的責任～安全・品質・環境～の重視 
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